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2016.10月号 2016.10月号

□補正予算
一般会計（第２号）
　　歳入歳出それぞれ４億７００万円を追加し、総額
４６億３,７００万円となりました。
☆歳入の主なもの
　・地方交付税　　　　　　１億４,２３１万円
　・繰越金　　　　　　　　１億３,１７５万円
☆歳出の主なもの
　・企画費　　　　　　　　　　８,９５０万円
　・予備費　　　　　　　　２億６,５１０万円
一般会計（第３号）
　　組み替えによる補正予算で、予算総額に変更はあ
りません。
特別会計
　予算総額は次のとおりとなりました。
　・国民健康保険　　　　　８億９,２９０万円
　・介護保険　　　　　　　８億５,６９６万円
　・後期高齢者医療　　　　　　８,６８０万円
　・上水道　収益的収入　　２億３,９４０万円
　　　　　　収益的支出　　２億３,９４０万円
　　　　　　資本的収入　　　　５,３４３万円
　　　　　　資本的支出　　　　８,６７０万円
　・工業用水道　収益的収入　　１,２２０万円
　　　　　　　　収益的支出　　１,２２０万円

□決算
◇平成27年度奈義町一般会計及び特別会計歳入歳出決

算の認定について
◇平成27年度奈義町公営企業会計決算の認定について
◇平成27年度津山圏域東部衛生施設組合一般会計歳入
歳出決算の認定について

□報告
◇平成27年度奈義町の財政健全化判断比率の報告につ
いて
◇平成27年度奈義町の公営企業資金不足比率の報告に
ついて

□意見書
◇所得税法第56条の廃止を求める意見書(案)の提出に
ついて
◇少人数学級の推進など定数改善、義務教育費国庫負
担制度２分の１復元に係る意見書(案)の提出につい
て

□請願
■採択としたもの
　｢所得税法第56条の廃止」の意見書を国に提出する
よう求める請願書

□陳情
■採択としたもの
　少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫
負担制度２分の１復元をはかるため2017年度政府予
算に係る意見書採択の要請について

□その他
◇所管事務等の調査について

可決された議案など

議
会
第３回定例会

　
平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
８
日
に

開
会
し
、
笠
木
町
長
の
行
政
報
告
の
後
、
議

案
を
提
出
し
、
い
ず
れ
も
慎
重
な
審
議
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

行
政
施
策
に
つ
い
て
議
員
に
よ
る
一
般
質
問

も
行
な
わ
れ
、
21
日
に
全
日
程
を
終
え
閉
会

し
ま
し
た
。

→

の
参
加
を
実
現
す
る
た
め
、「
ア
ー
ト
」
を
軸

と
し
た
「
自
分
ら
し
い
学
び
や
活
動
」
の
提
供

を
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

≪
Ｄ
Ｍ
Ｏ
≫

・「
観
光
ま
ち
づ
く
り
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の

大
社
充
先
生
か
ら
、
支
援
と
指
導
を
受
け
て
、

若
い
町
民
で
組
織
す
る
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

委
員
会
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
分
析
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

・「
こ
の
ま
ち
は 

自
然
と
ア
ー
ト
で
で
き
て
い
る
。」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、「
現
代
美
術
館
」
を
秋
の
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、「
菜
の
花
」
を
春
の
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

・
兵
庫
県
豊
岡
市
と
先
端
的
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

○
臨
時
福
祉
給
付
金

・「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
」
は

４
月
末
か
ら
８
月
26
日
ま
で
申
請
受
付
を
行
な

い
七
百
九
十
五
名
の
方
に
二
千
三
百
八
十
五
万

円
を
支
給
し
ま
し
た
。

・「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
は
８
月
下
旬
に
該
当
者

の
皆
様
に
申
請
書
や
詳
細
を
記
載
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
送
付
し
て
お
り
、
一
回
目
の
給
付
を

11
月
初
め
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
平
成
28
年
度
の
課
税
状
況

・
個
人
町
民
税
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
ほ
ぼ
同
額
、

固
定
資
産
税
は
、
事
業
所
の
設
備
拡
大
や
太
陽

光
発
電
施
設
の
設
置
等
に
よ
る
償
却
資
産
が
増

え
、
前
年
度
か
ら
、
約
千
四
百
万
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
等

≪
国
民
健
康
保
険
≫

・
平
成
27
年
度
の
療
養
給
付
費
等
の
総
額
は
、
五

億
四
千
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
六
・
四
％
増

加
し
ま
し
た
。

≪
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
≫

・
平
成
27
年
度
医
療
費
は
九
億
八
千
六
百
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
て
〇
・
八
％
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

・
定
期
的
に
健
診
を
受
け
る
な
ど
、
疾
病
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
、
医
療
費
抑
制
に
努

め
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
平
成
２７
年
度
決
算

・
実
質
収
支
額
は
、
三
億
八
千
四
百
八
十
五
万
八

千
円
、
実
質
単
年
度
収
支
額
は
、
公
共
施
設
備

等
基
金
10
億
円
の
原
資
に
財
政
調
整
基
金
を
７

億
円
取
り
崩
し
た
こ
と
に
よ
り
▲
九
億
二
千
百

七
十
九
万
八
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
財
政

健
全
化
法
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず

れ
の
数
値
を
見
て
も
本
町
の
財
政
は
健
全
な
状

況
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

○
職
員
採
用

・
一
般
行
政
職
、
幼
稚
園
教
諭
及
び
保
育
士
、
保

健
師
を
、
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名
採
用
す
る
予
定
で
、

高
等
学
校
卒
業
程
度
又
は
卒
業
見
込
者
を
対
象

と
し
た
一
般
行
政
職
、
保
健
師
等
の
採
用
試
験

を
10
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
国
際
交
流
員
と
し
て
、

エ
ッ
シ
ン
グ
・
ポ
ー
ル
・
ア
ル
バ
ー
ト
氏
を
招
へ
い

し
、
文
化
と
人
の
国
際
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
防
災
・
交
通
安
全
対
策
・
選
挙

・
11
月
５
日
㈯
に
自
主
防
災
組
織
総
合
防
災
訓
練

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
秋
の
交
通
安
全
県
民

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

・
本
年
度
は
岡
山
県
知
事
選
挙
の
年
で
、
10
月
６

日
告
示
、
10
月
23
日
投
開
票
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

○
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
料
金

・
町
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
契
約
に
よ
る
目
標
普
及
率
の

達
成
に
よ
り
、
10
月
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

月
額
料
金
は
、
従
来
よ
り
90
円
安
い
、
四
千
四

百
十
円
と
な
り
ま
す
。

○
演
習
場
対
策

・
２
／
四
半
期
の
訓
練
日
程
は
計
画
ど
お
り
に
行

な
わ
れ
、
３
／
四
半
期
の
演
習
計
画
に
つ
い
て

も
８
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
演
習
場
対
策
委
員

会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
秋
の
集
中
整
備
は
演
習
場
全
域
で
10
月
19
日
か

ら
31
日
ま
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
日
本
原
駐
屯
地
の
隊
員
の
現
数
確
保
に
向
け
て
、

９
月
２
日
に
伊
原
木
知
事
に
同
行
し
て
の
防
衛

省
へ
の
訪
問
が
実
現
し
ま
し
た
。
今
後
も
継
続

し
て
要
望
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
戦
略

・
内
閣
府
か
ら
地
域
再
生
計
画
の
計
画
認
定
を
さ

れ
、
本
年
度
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
費

は
約
二
億
千
百
万
円
（
交
付
金
額
一
億
五
百
六

十
五
万
六
千
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

・『
稼
ぐ
力
で
自
立
す
る
、
自
然
と
ア
ー
ト
の

　
「
生
涯
“
総
”
活
躍
の
ま
ち
」
づ
く
り
事
業
』
が
、

各
年
度
二
億
円
の
事
業
費
を
上
限
に
、
今
後
５

年
間
事
業
展
開
が
可
能
と
な
り
『
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
セ
ー
ル
ス
を
担
う
「
小
商
い

ク
ラ
ス
タ
ー
」
構
築
事
業
』
は
、
各
年
度
五
千

万
円
を
上
限
に
今
後
３
年
間
事
業
展
開
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

・
全
国
の
市
町
村
の
中
で
、
奈
義
町
の
交
付
金
額

は
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
六
千
人
程
度
の
人
口
を
維

持
し
、
元
気
な
経
済
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
に
有
効
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

≪
タ
ウ
ン
プ
ラ
イ
ド
・
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
≫

・
タ
ウ
ン
プ
ラ
イ
ド
協
議
会
で
町
民
の
方
と
町

が
目
指
す
「
ま
ち
の
姿
」「
ま
ち
づ
く
り
の
理

念
・
哲
学
」
で
あ
る
「
な
ぎ
タ
ウ
ン
プ
ラ
イ

ド
」
の
素
案
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

・
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
や

保
育
園
の
あ
り
方
を
含
め
た
素
案
を
年
内
に
お

示
し
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

≪
生
涯
“
総
”
活
躍
の
ま
ち
≫

・
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
短
時
間
労
働
を

可
能
に
す
る
「
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
」
事
業
を
試

験
的
に
運
用
開
始
し
ま
し
た
。

・
中
・
高
年
齢
者
の
仕
事
・
学
び
・
社
会
活
動
へ
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2016.10月号 2016.10月号

□補正予算
一般会計（第２号）
　　歳入歳出それぞれ４億７００万円を追加し、総額
４６億３,７００万円となりました。
☆歳入の主なもの
　・地方交付税　　　　　　１億４,２３１万円
　・繰越金　　　　　　　　１億３,１７５万円
☆歳出の主なもの
　・企画費　　　　　　　　　　８,９５０万円
　・予備費　　　　　　　　２億６,５１０万円
一般会計（第３号）
　　組み替えによる補正予算で、予算総額に変更はあ
りません。
特別会計
　予算総額は次のとおりとなりました。
　・国民健康保険　　　　　８億９,２９０万円
　・介護保険　　　　　　　８億５,６９６万円
　・後期高齢者医療　　　　　　８,６８０万円
　・上水道　収益的収入　　２億３,９４０万円
　　　　　　収益的支出　　２億３,９４０万円
　　　　　　資本的収入　　　　５,３４３万円
　　　　　　資本的支出　　　　８,６７０万円
　・工業用水道　収益的収入　　１,２２０万円
　　　　　　　　収益的支出　　１,２２０万円

□決算
◇平成27年度奈義町一般会計及び特別会計歳入歳出決

算の認定について
◇平成27年度奈義町公営企業会計決算の認定について
◇平成27年度津山圏域東部衛生施設組合一般会計歳入
歳出決算の認定について

□報告
◇平成27年度奈義町の財政健全化判断比率の報告につ
いて
◇平成27年度奈義町の公営企業資金不足比率の報告に
ついて

□意見書
◇所得税法第56条の廃止を求める意見書(案)の提出に
ついて
◇少人数学級の推進など定数改善、義務教育費国庫負
担制度２分の１復元に係る意見書(案)の提出につい
て

□請願
■採択としたもの
　｢所得税法第56条の廃止」の意見書を国に提出する
よう求める請願書

□陳情
■採択としたもの
　少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫
負担制度２分の１復元をはかるため2017年度政府予
算に係る意見書採択の要請について

□その他
◇所管事務等の調査について

可決された議案など

議
会
第３回定例会

　
平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
８
日
に

開
会
し
、
笠
木
町
長
の
行
政
報
告
の
後
、
議

案
を
提
出
し
、
い
ず
れ
も
慎
重
な
審
議
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

行
政
施
策
に
つ
い
て
議
員
に
よ
る
一
般
質
問

も
行
な
わ
れ
、
21
日
に
全
日
程
を
終
え
閉
会

し
ま
し
た
。

→

○
環
境
衛
生

・
粗
大
ご
み
の
収
集
は
11
月
20
日
㈰
に
、
上
町
川
の

旧
津
山
圏
域
東
部
衛
生
施
設
敷
地
で
、
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
収
集
に
つ
い
て
は
、
11
月
22
日
㈫
に
、
屋

内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
「
す
ぱ
ー
く
奈
義
」
で
実
施

予
定
で
す
。

○
健
康
管
理

・
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
、
総
合
検
診
を
実
施
し
、
今
後

は
、
特
定
保
健
指
導
等
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、

11
月
11
日
㈮
に
、
二
回
目
の
総
合
検
診
、
レ
デ
ィ

ー
ス
検
診
を
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
予
定
し
て
い

ま
す
。

・
再
度
、
塩
分
測
定
器
の
購
入
希
望
の
取
り
ま
と
め

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

○
子
育
て
支
援

・
な
ぎ
チ
ャ
イ
ル
ド
ホ
ー
ム
で
三
世
代
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

・
奈
義
保
育
園
で
は
、
現
在
、
百
名
の
保
育
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

・
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
を
申
請
に
基
づ
い
て
支

給
し
て
い
ま
す

・
在
宅
育
児
支
援
手
当
に
つ
い
て
は
、
一
回
目
を
今

月
末
に
支
給
す
る
予
定
で
す
。

○
土
木
建
設
関
係
事
業

≪
防
衛
施
設
周
辺
障
害
防
止
事
業
≫

・
中
島
西
地
内
、
上
町
川
地
内
の
幹
線
水
路
の
改
修

工
事
は
着
手
済
み
、
滝
本
地
内
の
水
路
改
修
工
事

は
早
期
発
注
予
定
で
す
。

≪
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
≫

・
中
島
西
地
内
、
関
本
地
内
、
滝
本
地
内
の
道
路
改

良
舗
装
工
事
に
つ
い
て
は
、
早
期
発
注
予
定
で
す
。

≪
水
路
の
氾
濫
な
ど
の
洪
水
対
策
≫

・
久
常
地
内
の
久
常
排
水
路
改
修
工
事
は
、
10
月
頃

の
発
注
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
上
水
道
関
係
の
事
業

・
上
町
川
、
中
島
西
、
滝
本
地
内
の
配
水
管
布
設
替

工
事
に
つ
い
て
は
、
早
期
発
注
予
定
で
す
。

・
公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
内
で
下
水
道
に
接
続
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
道
路
関
係
事
業

・
久
常
地
内
の
国
道
歩
道
拡
幅
工
事
は
本
年
度
、
用

地
調
査
を
行
な
い
、
来
年
度
に
工

事
着
手
予
定
で
す
。
県
道
行
方
勝

田
線
の
西
原
交
差
点
の
改
良
工
事

は
本
年
度
、
左
岸
橋
梁
下
部
工
の

工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
岡
山
県
が
事
業
主
体
で
進
め
て
い

る
広
岡
地
内
の
東
南
幹
線
水
路
工

事
が
10
月
頃
に
発
注
予
定
で
す
。

○
農
業
振
興

・
転
作
作
物
に
つ
い
て
は
町
の
奨
励

作
物
の
、
里
芋
や
白
ね
ぎ
、
リ
ン

ド
ウ
の
作
付
け
が
増
加
し
て
お
り
、

今
後
も
需
要
の
あ
る
作
物
へ
の
転

換
を
推
進
し
ま
す
。

・
地
産
外
商
事
業
の
取
組
状
況
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
名
を
任
命

し
、
販
売
開
始
を
９
月
26
日
に
予

定
し
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
構
築
や
、
な
ぎ
の
朝
市
の
会
会

員
等
へ
の
事
業
説
明
、
生
産
物
の

把
握
、
出
品
依
頼
等
を
行
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

・「
奈
義
町
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議

会
」
を
設
立
し
、
国
に
事
業
要
望

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

・
本
町
の
畜
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る
新
た

な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
奈
義
町
現

　

代
美
術
館
と
連
携
し
「
ア
ー
ト
ｄ

ｅ
ミ
ー
ト
Ｎ
ａ
ｇ
ｉ
２
０
１
６
」

を
９
月
24
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

・
昨
年
、
ナ
ラ
枯
れ
が
確
認
さ
れ
、

本
年
６
月
に
薬
剤
注
入
や
燻
蒸
に

よ
る
対
策
を
実
施
し
、
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
よ
う
対
応
し

て
ま
す
。

○
有
害
鳥
獣
対
策

・
奈
義
町
で
は
捕
獲
頭
数
が
増
加
傾

向
と
な
っ
て
お
り
、
農
作
物
へ
の

被
害
額
も
減
少
傾
向
で
、
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
の
活
動
に
よ
る
成

果
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
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会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 会　　計　　名 歳　　入 歳　　出

注：全項目について、四捨五入しています。

2016.10月号 2016.10月号

⑤ 資 金 不 足 比 率 －

早期健全化
基準

15％

20％

25％

350％

財政再生
基準

20％

30％

35％

平成27年度平成26年度

① 実 質 赤 字 比 率

② 連結実質赤字比率

③ 実質公債費比率

④ 将 来 負 担 比 率

－

－

4.4%

－

－

－

補　　　　足

一般会計の標準財政規模(※)に対する赤字の割合を
表した指標。町の一般会計に赤字はありません。

介護保険等の特別会計、水道等の事業会計と一般
会計を連結させた赤字の割合を表した指標。全て
の会計において赤字はないため、連結赤字もあり
ません。

単年度の財政規模における借金返済(公債費等)の
負担割合を表した指標。直近３か年の平均で算出
され、平成27年度の単年度数値は3.8％となって
います。

借金の残高、職員の退職金等、将来に支払う負債
から、貯金(基金)等の充当財源を差し引いた値が、
標準財政規模の何倍あるかを表した指標。町の負
債は、充当可能な財源を下回っているため、将来
負担は０となっています。
各公営企業（町の対象となる会計は上水道事業、
工業用水道事業、分譲地造成、土地取得、下水道
の５会計）における一般会計の実質赤字額に相当
するもので、各企業会計ごとに算定した率を表し
た指標。②と同様に資金不足はありません。

－

6.2%

－

－

－
土 地 取 得
下 水 道

工 業 用
水道事業

上 水 道
事 業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
計

1億3,682万円
2億5,839万円
2億4,651万円
1億5,892万円

1,467万円
－

79億5,819万円

943万円
2億2,601万円
2億2,212万円
1億8,642万円

1,263万円
－

72億4,517万円

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
豊 並 財 産 区
柿 財 産 区
分 譲 地 造 成

52億7,059万円
8億7,817万円
8億3,198万円

7,714万円
826万円
739万円

6,935万円

48億5,489万円
8億3,018万円
8億2,168万円

7,226万円
94万円

422万円
439万円

歳入(収入)

52億7,059万円

歳出(支出)

48億5,489万円

差し引き

4億1,570万円

○平成27年度 一般会計

（単位：％）

※｢標準財政規模」とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入される普通交付税等の経常的な一般財源を示すものです。

　　平成27年度標準財政規模  ＝  標準税収入額　＋    普通交付税    ＋ 臨時財政対策債発行可能額
　　　　2,450,433千円 　　  ＝  770,850千円  ＋ 1,546,046千円 ＋ 133,537千円

歳　入
52億7,059万円

諸収入 1億145万円（1.9％）

　　繰越金
6億8,791万円
   (13.1％）

地方消費税ほか交付金
1億4,232万円（2.7％）
地方譲与税
6,949万円（1.3％）

県支出金
 3億472万円（5.8％）

町債
  2億5,724万円（4.9％）

自主財源　43.2％
（町が自らの手で徴収又は、収納できる財源）

依存財源　56.8％
（国又は県の関与を受けて収入する財源）

地方交付税
    17億1,012万円
               （32.4％）

国庫支出金
5億1,256万円
          （9.7％）

歳　出
48億5,489万円

議会費 6,971万円（1.4％）災害復旧費 47万円（0.1％）

     民生費
 7億9,706万円
    （16.4％）

農林水産業費
3億8,832万円
　     （8.0％）

・商工費
　5,800万円(1.2％）

土木費
4億5,752万円
　　  （9.4％）

消防費
1億3,758万円
　      （2.8％）

公債費 3億2,675万円（6.7％）

町税
5億8,199万円

（11.0％）

総務費
  18億7,388万円
        （38.6％）

教育費
4億4,668万円

            （9.2％）

衛生費
2億9,592万円
　　　(6.1％）

・分担金及び負担金 3,968万円(0.8％）

　・使用料及び手数料 9,250万円(1.8％）

　　・財産収入 4,309万円(0.8％）

　　　・寄附金 1,600万円(0.3％）

町

民

税
税

固

資

定

産

町 税
5億8,199万円

個人 2億322万円
　　        （34.9％）

2億7,543万円
        （47.3％）

2億5,042万円
        （43.0％）

固定資産税
　 2億4,530万円
       　　 （42.1％）

国有資産等所在地市町村
交付金及び納付金
512万円（0.9％）

町たばこ税 3,754万円（6.5％）

軽自動車税 1,860万円 （3.2％）

法人 7,221万円
 （12.4％）

奈義町の財政
　平成27年度の一般会計及び特別会計等の決算が、９月定例議会で認定されました。私たちの納めた町税や国・県から
交付されたお金は、どのように使われたのでしょうか。その概要を一般会計を中心に図表でお知らせします。

・労働費
　300万円(0.1％）

　　繰入金
7億1,152万円
       (13.5％）

健全化判断比率

一般会計 歳入 52億7,059万円

■決算一覧表

■町税の構成

平成27年度

決算
一般会計 歳出 48億5,489万円 　前年は、新しい笠木町政がスタートした年度であり、予算においてもハード事業ではなくソフト事業

に重点をおいた編成がなされました。決算規模は昨年度を上回るものの、財政調整基金繰入金７億円と
繰越金３億円を、新たに設置した公共施設等整備基金へ積み立てたことが大きな要因であり、これを除
けば、施設改修工事等のハード事業を多く実施した平成26年度から下回る決算となります。また、本
町の最重要課題である「移住・定住化対策」と「子育て支援」施策に重点を置き、本年度から、人口
6,000人程度維持を目標とする奈義町まち・ひと・しごと創生総合戦略・町づくり総合計画等の各種計
画の立案を実施しました。

19 20 21 22 23 24 25 26 27
（年度）

93.7％

82.1％

80.3％

67.4％

34.1％ 32.7％

0.8％ 0.0％ 0.0％

■将来負担比率の推移
(％）
90
80
70
60
50
40
30
20
10
  0

19 20 21 22 23 24 25 26 27
（年度）

17.1％

16.2％

15.2％

13.9％

12.2％

10.6％
8.7％

6.2％ 4.4％

■実質公債費比率の推移
(％）
18
17
16
15
14
13
12
10
  8
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会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 会　　計　　名 歳　　入 歳　　出

注：全項目について、四捨五入しています。

2016.10月号 2016.10月号

⑤ 資 金 不 足 比 率 －

早期健全化
基準

15％

20％

25％

350％

財政再生
基準

20％

30％

35％

平成27年度平成26年度

① 実 質 赤 字 比 率

② 連結実質赤字比率

③ 実質公債費比率

④ 将 来 負 担 比 率

－

－

4.4%

－

－

－

補　　　　足

一般会計の標準財政規模(※)に対する赤字の割合を
表した指標。町の一般会計に赤字はありません。

介護保険等の特別会計、水道等の事業会計と一般
会計を連結させた赤字の割合を表した指標。全て
の会計において赤字はないため、連結赤字もあり
ません。

単年度の財政規模における借金返済(公債費等)の
負担割合を表した指標。直近３か年の平均で算出
され、平成27年度の単年度数値は3.8％となって
います。

借金の残高、職員の退職金等、将来に支払う負債
から、貯金(基金)等の充当財源を差し引いた値が、
標準財政規模の何倍あるかを表した指標。町の負
債は、充当可能な財源を下回っているため、将来
負担は０となっています。
各公営企業（町の対象となる会計は上水道事業、
工業用水道事業、分譲地造成、土地取得、下水道
の５会計）における一般会計の実質赤字額に相当
するもので、各企業会計ごとに算定した率を表し
た指標。②と同様に資金不足はありません。

－

6.2%

－

－

－
土 地 取 得
下 水 道

工 業 用
水道事業

上 水 道
事 業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
計

1億3,682万円
2億5,839万円
2億4,651万円
1億5,892万円

1,467万円
－

79億5,819万円

943万円
2億2,601万円
2億2,212万円
1億8,642万円

1,263万円
－

72億4,517万円

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
豊 並 財 産 区
柿 財 産 区
分 譲 地 造 成

52億7,059万円
8億7,817万円
8億3,198万円

7,714万円
826万円
739万円

6,935万円

48億5,489万円
8億3,018万円
8億2,168万円

7,226万円
94万円

422万円
439万円

歳入(収入)

52億7,059万円

歳出(支出)

48億5,489万円

差し引き

4億1,570万円

○平成27年度 一般会計

（単位：％）

※｢標準財政規模」とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入される普通交付税等の経常的な一般財源を示すものです。

　　平成27年度標準財政規模  ＝  標準税収入額　＋    普通交付税    ＋ 臨時財政対策債発行可能額
　　　　2,450,433千円 　　  ＝  770,850千円  ＋ 1,546,046千円 ＋ 133,537千円

歳　入
52億7,059万円

諸収入 1億145万円（1.9％）

　　繰越金
6億8,791万円
   (13.1％）

地方消費税ほか交付金
1億4,232万円（2.7％）
地方譲与税
6,949万円（1.3％）

県支出金
 3億472万円（5.8％）

町債
  2億5,724万円（4.9％）

自主財源　43.2％
（町が自らの手で徴収又は、収納できる財源）

依存財源　56.8％
（国又は県の関与を受けて収入する財源）

地方交付税
    17億1,012万円
               （32.4％）

国庫支出金
5億1,256万円
          （9.7％）

歳　出
48億5,489万円

議会費 6,971万円（1.4％）災害復旧費 47万円（0.1％）

     民生費
 7億9,706万円
    （16.4％）

農林水産業費
3億8,832万円
　     （8.0％）

・商工費
　5,800万円(1.2％）

土木費
4億5,752万円
　　  （9.4％）

消防費
1億3,758万円
　      （2.8％）

公債費 3億2,675万円（6.7％）

町税
5億8,199万円

（11.0％）

総務費
  18億7,388万円
        （38.6％）

教育費
4億4,668万円

            （9.2％）

衛生費
2億9,592万円
　　　(6.1％）

・分担金及び負担金 3,968万円(0.8％）

　・使用料及び手数料 9,250万円(1.8％）

　　・財産収入 4,309万円(0.8％）

　　　・寄附金 1,600万円(0.3％）

町

民

税
税

固

資

定

産

町 税
5億8,199万円

個人 2億322万円
　　        （34.9％）

2億7,543万円
        （47.3％）

2億5,042万円
        （43.0％）

固定資産税
　 2億4,530万円
       　　 （42.1％）

国有資産等所在地市町村
交付金及び納付金
512万円（0.9％）

町たばこ税 3,754万円（6.5％）

軽自動車税 1,860万円 （3.2％）

法人 7,221万円
 （12.4％）

奈義町の財政
　平成27年度の一般会計及び特別会計等の決算が、９月定例議会で認定されました。私たちの納めた町税や国・県から
交付されたお金は、どのように使われたのでしょうか。その概要を一般会計を中心に図表でお知らせします。

・労働費
　300万円(0.1％）

　　繰入金
7億1,152万円
       (13.5％）

健全化判断比率

一般会計 歳入 52億7,059万円

■決算一覧表

■町税の構成

平成27年度

決算
一般会計 歳出 48億5,489万円 　前年は、新しい笠木町政がスタートした年度であり、予算においてもハード事業ではなくソフト事業

に重点をおいた編成がなされました。決算規模は昨年度を上回るものの、財政調整基金繰入金７億円と
繰越金３億円を、新たに設置した公共施設等整備基金へ積み立てたことが大きな要因であり、これを除
けば、施設改修工事等のハード事業を多く実施した平成26年度から下回る決算となります。また、本
町の最重要課題である「移住・定住化対策」と「子育て支援」施策に重点を置き、本年度から、人口
6,000人程度維持を目標とする奈義町まち・ひと・しごと創生総合戦略・町づくり総合計画等の各種計
画の立案を実施しました。
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2016.10月号 2016.10月号

第 1 号 被 保 険 者 数
認定者数（介護保険事業報告数値）

6,182人
2,027人
369人

総 　 　 人 　 　 口

第１号被保険者
第２号被保険者

計

要支援１
22
3
25

要支援２
29
0
29

要介護１
76
1
77

要介護２
60
3
63

要介護３
53
0
53

要介護４
73
0
73

要介護５
48
1
49

計
361
8

369

区 分

●国保の加入状況　総人口（平成28年３月末）　  6,182人
　　　　　　　　　国保被保険者数（年度平均）  1,492人

　前年度の国保全体の総医療費は、26年度と比較して2,918万円増加し6億4,877万円で、被保険者一人あたりの医療
費は、約43万円になっています。
　また、被保険者一人あたりの国保税（医療分）は5万4千円です。
　少子高齢化や医療技術の高度化などが進み医療費は上昇傾向にあります。医療費の増加を抑えるためには、一人ひと
りが本当に必要なだけの医療を受け、不要な医療費を抑えることが必要です。

歳　入
8億7,817万円

保険税
1億1,611万円(13.2％）

国庫支出金
1億8,331万円(20.9％）

療養給付費交付金
　3,181万円(3.6％）

繰越金 4,239万円(4.8％）繰入金 8,701万円(9.9％）

共同事業交付金他
1億7,759万円
　　　　(20.3％）

歳　出
8億3,018万円

　一般医療費
  　　5億962万円
     　　　(61.5％）

退職医療費
3,011万円(3.6％）

共同事業拠出金
1億5,866万円
　　　　(19.1％）

保健事業費
544万円(0.6％）

その他 876万円(1.1％）

総務費 1,082万円(1.3％）

介護納付金
2,836万円(3.4％）

後期高齢者支援金  
7,841万円(9.4％）

県支出金
　4,196万円(4.8％）

前期高齢者交付金
1億9,799万円(22.5％）

歳　入
8億2,640万円

歳　入
2億5,839万円歳　出

2億2,601万円

収　入
2億4,651万円

支　出
2億2,212万円

収　入
1億5,837万円

支　出
1億8,642万円

歳　出
8億1,668万円

　前年の下水道事業にかかる歳入の総額は2億5,839万円、また、歳出総額は2億2,601万円となりました。
　今後、水需要の伸び悩みなどにより、料金収入の増加が期待できない一方で、過去の建設改良にかかる企業債の元利
償還金などの返済費用が平成30年度以降ピークを迎え、一般会計からの繰出金による負担金も増える見込みです。その
ため、今後公共下水道供用開始区域の皆さまのご協力を得て、より一層接続率の向上を図り、安定した下水道使用料の
確保を行なっていくことが必要です。

平成27年度下水道事業特別会計決算

　近年の節水意識の高まりの中で、給水収益の大幅な伸びは期待できない状況にある一方で、老朽化した配水施設の更
新など設備投資が必要になってきています。
　今後も優良な補助金等を活用しながら、計画的な施設整備を行なう一方で、漏水対策に継続的に取り組むなど事業を
効率化することで費用を削減し、公営企業の経営健全化を図り、安全で良質な水の提供に一層努力していきます。

平成27年度上水道事業特別会計決算

　前年度介護保険特別会計（保険事業勘定）にかかる歳出の総額は８億1,668万円で、被保険者一人あたり約40万３千
円となりました。また、歳入総額は８億2,640万円で、基金の取り崩しを200万円、県の財政安定化基金から800万円の
借り入れを行なっています。国、県、支払基金等の負担金を除いた保険料等は被保険者一人あたり約８万１千円です。
　超高齢社会の進展や認知症高齢者の増加等を背景に、介護保険は老後の安心を支える制度として定着してきましたが、
保険給付費（介護保険サービスにかかる費用）は増加の一途をたどっています。元気なうちから介護予防に努めましょ
う。

平成27年度介護保険特別会計決算

平成27年度国民健康保険特別会計決算

第1号被保険者=65歳以上の方、第2号=40歳以上65歳未満の方

保険給付費
7億6,296万円
　　　  (93.4％） 地域支援事業費

　2,178万円(2.7％）

財政安定化基金償還金
　817万円(1.0％）
諸支出金 1,183万円(1.4％）

総務費 1,194万円(1.5％）

支払基金交付金
　　2億1,673万円
　　 　　　 (26.2％）

国庫支出金
2億271万円(24.5％）

保険料
1億5,405万円
　　　  (18.6％）

県支出金 1億1,416万円(13.8％）

準備基金繰入金
  200万円(0.2％）

一般会計繰入金 1億1,323万円
　　　　　　　　　　　(13.7％）

繰越金他
  1,552万円(2.0％）

（平成28年3月末現在）

財政安定化基金貸付金 800万円(1.0％）

一人あたり医療費　約43万円

＜平成27年度の状況＞

＜認定者内訳＞

※全項目について四捨五入しています。

※全項目について四捨五入しています。

負担金 372万円(2.3％）

諸収入 140万円(0.5％）

企業債
 6,000万円
       (37.8％）

補助金
 9,520万円
       　(59.9％）

分担金 690万円(2.7％）
町債 420万円(1.6％）

使用料等
 7,718万円
       　(29.9％）

一般会計繰入金
 1億57万円(38.9％）

営業収益
 1億5,935万円
       (64.6％）

営業外収益
 8,716万円
       (35.4％）

企業債償還金 2,181万円(11.7％）

建設改良費
 　1億6,461万円
       　　　　(88.3％）

〈資本的収入及び支出〉

営業外費用 1,071万円(4.9％）

営業費用
 　2億1,141万円
       　　　　(95.1％）

〈収益的収入及び支出〉

※全項目について四捨五入しています。

※全項目について四捨五入しています。

繰越金
6,813万円
(26.3％）

財産運用収入
 　1万円(0.1％）

基金費 1万円(0.1％）

公共下水道事業費
 　5,395万円
       　　(23.9％）

公債費
 1億5,517万円(68.6％）

浄化槽事業費
1,688万円
         (7.4％）

（26年度一人あたり医療費　約41万円）
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2016.10月号 2016.10月号

第 1 号 被 保 険 者 数
認定者数（介護保険事業報告数値）

6,182人
2,027人
369人

総 　 　 人 　 　 口

第１号被保険者
第２号被保険者

計

要支援１
22
3
25

要支援２
29
0
29

要介護１
76
1
77

要介護２
60
3
63

要介護３
53
0
53

要介護４
73
0
73

要介護５
48
1
49

計
361
8

369

区 分

●国保の加入状況　総人口（平成28年３月末）　  6,182人
　　　　　　　　　国保被保険者数（年度平均）  1,492人

　前年度の国保全体の総医療費は、26年度と比較して2,918万円増加し6億4,877万円で、被保険者一人あたりの医療
費は、約43万円になっています。
　また、被保険者一人あたりの国保税（医療分）は5万4千円です。
　少子高齢化や医療技術の高度化などが進み医療費は上昇傾向にあります。医療費の増加を抑えるためには、一人ひと
りが本当に必要なだけの医療を受け、不要な医療費を抑えることが必要です。

歳　入
8億7,817万円

保険税
1億1,611万円(13.2％）

国庫支出金
1億8,331万円(20.9％）

療養給付費交付金
　3,181万円(3.6％）

繰越金 4,239万円(4.8％）繰入金 8,701万円(9.9％）

共同事業交付金他
1億7,759万円
　　　　(20.3％）

歳　出
8億3,018万円

　一般医療費
  　　5億962万円
     　　　(61.5％）

退職医療費
3,011万円(3.6％）

共同事業拠出金
1億5,866万円
　　　　(19.1％）

保健事業費
544万円(0.6％）

その他 876万円(1.1％）

総務費 1,082万円(1.3％）

介護納付金
2,836万円(3.4％）

後期高齢者支援金  
7,841万円(9.4％）

県支出金
　4,196万円(4.8％）

前期高齢者交付金
1億9,799万円(22.5％）

歳　入
8億2,640万円

歳　入
2億5,839万円歳　出

2億2,601万円

収　入
2億4,651万円

支　出
2億2,212万円

収　入
1億5,837万円

支　出
1億8,642万円

歳　出
8億1,668万円

　前年の下水道事業にかかる歳入の総額は2億5,839万円、また、歳出総額は2億2,601万円となりました。
　今後、水需要の伸び悩みなどにより、料金収入の増加が期待できない一方で、過去の建設改良にかかる企業債の元利
償還金などの返済費用が平成30年度以降ピークを迎え、一般会計からの繰出金による負担金も増える見込みです。その
ため、今後公共下水道供用開始区域の皆さまのご協力を得て、より一層接続率の向上を図り、安定した下水道使用料の
確保を行なっていくことが必要です。

平成27年度下水道事業特別会計決算

　近年の節水意識の高まりの中で、給水収益の大幅な伸びは期待できない状況にある一方で、老朽化した配水施設の更
新など設備投資が必要になってきています。
　今後も優良な補助金等を活用しながら、計画的な施設整備を行なう一方で、漏水対策に継続的に取り組むなど事業を
効率化することで費用を削減し、公営企業の経営健全化を図り、安全で良質な水の提供に一層努力していきます。

平成27年度上水道事業特別会計決算

　前年度介護保険特別会計（保険事業勘定）にかかる歳出の総額は８億1,668万円で、被保険者一人あたり約40万３千
円となりました。また、歳入総額は８億2,640万円で、基金の取り崩しを200万円、県の財政安定化基金から800万円の
借り入れを行なっています。国、県、支払基金等の負担金を除いた保険料等は被保険者一人あたり約８万１千円です。
　超高齢社会の進展や認知症高齢者の増加等を背景に、介護保険は老後の安心を支える制度として定着してきましたが、
保険給付費（介護保険サービスにかかる費用）は増加の一途をたどっています。元気なうちから介護予防に努めましょ
う。

平成27年度介護保険特別会計決算

平成27年度国民健康保険特別会計決算

第1号被保険者=65歳以上の方、第2号=40歳以上65歳未満の方

保険給付費
7億6,296万円
　　　  (93.4％） 地域支援事業費

　2,178万円(2.7％）

財政安定化基金償還金
　817万円(1.0％）
諸支出金 1,183万円(1.4％）

総務費 1,194万円(1.5％）

支払基金交付金
　　2億1,673万円
　　 　　　 (26.2％）

国庫支出金
2億271万円(24.5％）

保険料
1億5,405万円
　　　  (18.6％）

県支出金 1億1,416万円(13.8％）

準備基金繰入金
  200万円(0.2％）

一般会計繰入金 1億1,323万円
　　　　　　　　　　　(13.7％）

繰越金他
  1,552万円(2.0％）

（平成28年3月末現在）

財政安定化基金貸付金 800万円(1.0％）

一人あたり医療費　約43万円

＜平成27年度の状況＞

＜認定者内訳＞

※全項目について四捨五入しています。

※全項目について四捨五入しています。

負担金 372万円(2.3％）

諸収入 140万円(0.5％）

企業債
 6,000万円
       (37.8％）

補助金
 9,520万円
       　(59.9％）

分担金 690万円(2.7％）
町債 420万円(1.6％）

使用料等
 7,718万円
       　(29.9％）

一般会計繰入金
 1億57万円(38.9％）

営業収益
 1億5,935万円
       (64.6％）

営業外収益
 8,716万円
       (35.4％）

企業債償還金 2,181万円(11.7％）

建設改良費
 　1億6,461万円
       　　　　(88.3％）

〈資本的収入及び支出〉

営業外費用 1,071万円(4.9％）

営業費用
 　2億1,141万円
       　　　　(95.1％）

〈収益的収入及び支出〉

※全項目について四捨五入しています。

※全項目について四捨五入しています。

繰越金
6,813万円
(26.3％）

財産運用収入
 　1万円(0.1％）

基金費 1万円(0.1％）

公共下水道事業費
 　5,395万円
       　　(23.9％）

公債費
 1億5,517万円(68.6％）

浄化槽事業費
1,688万円
         (7.4％）

（26年度一人あたり医療費　約41万円）
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2016.10月号

まちづくり通信

　町の強みである「自然」と「アート」を活用し、奈
義町でしか体験できない社会的活動や理想的な住ま
い、継続的なケアを提供し、地域の自然・文化・歴史
等を踏まえた「タウンプライド (※1）」の下で、年齢や
性別、障害や課題の有無等に関わらず、全ての町民や
訪れた人が、自分らしい「豊かな暮らし」「豊かな時間」
を過ごすことができる、「生涯『総』活躍」のまちづ
くりに取り組みます。

事　業　概　要

○「しごとコンビニ」運営推進事業
　「空いた時間を有効活用したい」「退職後に自分のス
キルを活かした仕事がしたい」など仕事がしたい人が
登録し、各人の希望に合わせた仕事を提供する「しご
とコンビニ」の運営と体制構築。既に試験的に運用開
始している。

○「地産外商センター」運営推進事業
　農家所得の向上や販路拡大を目的に、都市部の飲食
店をターゲットとして産直野菜を販売する拠点となる
「地産外商センター」の運営、体制整備。
　９月からインターネットを使って都市部の飲食店に
産直野菜の販売を開始している。

○「総参加ボランティア貢献制度」構築事業
　生涯学習活動やボランティア活動が、子どもたちを含
む多世代や地域社会等への貢献につながる仕組み（ボラ
ンティアポイント、健康ポイントなど）の企画、検討など

○「生涯活躍ハウス」整備事業
　空き家調査の結果を基に、空き家等を活用したお試
し住宅や交流施設などの企画、整備促進など

事　業　内　容 

事業期間　　平成28年度～平成32年度
事 業 費　　161,460千円（平成28年度）×５年
交 付 額　　80,730千円（２分の1補助）

　８月30日、本町が国に対して申請を行なっていた地域再生計画が認定され、奈義町では申請し
た２事業がともに採択、交付決定となりました。“人口6,000人の維持”に向けての２つのまちづく
り事業について概要をご紹介します。

地方創生推進交付金とは？
　昨年度作成された奈義町まち・ひと・しごと創生
総合戦略（地方版総合戦略）に位置付けられ、地域
再生法に基づく地域再生計画に認定された都道府県
及び市町村が先駆的に取り組む事業を国が支援する
補助金です。(補助率2分の1・残り2分の1は交付
税措置）

認定事業の交付金額県内割合

　岡山県内自治体への交付金
総額４億3,362万円の内、奈
義町分は1億566万円（24.4
％)となっており、今後進め
ていく奈義町の先駆的なまち
づくりの取り組みが高く評価
されていると言えます。

奈義町
1億566万円
24.4％

県内自治体
（26件）

3億2,796万円
75.6％

※1 タウンプライド　50年、100年先を見据えて町民と町が目指す「まちの姿」｢まちづくりの哲学・理念」
※2 DMO　観光に関するマーケティングを行ない、データや根拠に基づいた戦略的な観光振興を、行政主導でなく、観光関係者や商店、事業者、
　　　　　  一般町民の方々が協働で進める地域商社のような組織
※3 一般社団法人ビジット奈義　平成28年4月に設立された奈義町のＤＭＯ組織
※4 観光マーケティング委員会 （一社）ビジット奈義内の組織。観光協会、商工会といった関係団体、町内の商店や事業所関係の方など22名の委
　　　　 　員の方で構成され、マーケティングの基礎知識の習得や、データに基づいた戦略的な観光振興施策を企画、提案する。

用
語
解
説

しごとコンビニのイメージ

し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ

町の中の
色んな仕事

しごとコンビニ
参加希望者

個
別
発
注

業務
請負

都
度
雇
用

時給
支払

委託料請求

委託料支払

農 家
役 場

事業所 商 店

※一部抜粋

稼ぐ力で自立する、自然とアートの「生涯 “総” 活躍のまち」づくり事業

｢地方創生推進交付金」に２事業が採択されました！
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　８月31日、本町と兵庫県豊岡市
は、先端的なまちづくりを目指し、
双方の成功例のノウハウの交換、情
報の共有、さらに新しい施策の共同
研究・開発を協力して行なうことと
する連携協定を締結しました。
 具体的な連携については、奈義町
からは子育て支援等施策の情報提供
や、歌舞伎の保存伝承について、豊
岡市からは文化交流・文化施設によ
るまちづくりや、ふるさと教育・英
語教育・コミュニケーション教育に
関するノウハウ等の提供を受けます。
 今後は、文化資本を蓄積するため
の教育制度や教育プログラムの開発
などを共同で行ない、先端的なまち
づくりを推し進めます。

　DMO(※2）が、観光データに基づき、町全体のマー
ケティングやセールスを担い、戦略的な広報・宣伝活
動を広く展開することで、交流人口を増やし、移住・
定住人口の増加につなげていきます。
　また、観光客に限らず、町民や近隣住民が魅力と感
じる６次産業化商品の開発やサービスの提供をする
“しごと”＝「小商い」を誘発させていきます。
　その際は、町民の方や商店、若者や移住者など幅広
い立場の人が参画と挑戦ができるよう、起業支援や環
境整備を行なうことで、｢小商いクラスター（小商い
集団)」を構築し、地域内に元気な経済がある「様々
なビジネスで稼げるまち」を目指します。

事　業　概　要 

○観光マーケティング委員会企画・運営支援事業
　一般社団法人ビジット奈義(※3）に設置されている
｢観光マーケティング委員会(※4)」の運営及びＤＭＯ
戦略に基づいた施策の企画、立案など

○観光客と住民など様々な方に向けた
　　　　　　　　「小商いマーケット」整備事業

　観光客だけでなく、広く町内外の人が集まる小拠点
｢小商いマーケット」のコンセプトや、整備に関する
基本プランの策定など

○観光プロモーション及び戦略強化事業
　｢このまちは、自然とアートでできている｡」を基本
コンセプトとした、都市圏に向けた広告作成、観光プ
ロモーションの実施など

○住民生活動向調査
　買い物や交通など、日常生活におけるニーズのアン
ケート調査及び分析

事　業　内　容 

事業期間　　平成28年度～平成30年度
事 業 費　　49,852千円（平成28年度）×３年
交 付 額　　24,926千円（2分の1補助・残り2分の1は交付税措置）

握手を交わす笠木町長(左)と中貝豊岡市長

「小商い」とは・・・
　地域資源や産品、施設などを活用した新たなビジネスや商品。
　例）地元産の野菜を提供するカフェ、6 次産業化した商品を提供す

る雑貨屋、パン屋など

●問い合わせ先　役場 まちづくり戦略室　☎36-4126

兵庫県豊岡市と先端的まちづくり
　　　　　に関する連携協定を締結

DＭＯがマーケティング＆セールスを担う「小商いクラスター」構築事業

観光マーケティング委員会
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●問い合わせ先　役場 総務課　☎36-4111

｢避難行動要支援者」登録のお知らせ
　自主防災組織と奈義町では、災害時に自力で避難することが困難な年配者や障害をお持ちの方などの「避難行動要支
援者」を把握し、避難等の手助けが地域の中で素早く、安全に行なわれるよう、体制づくりを進めています。
　先般、自主防災組織などを通じて調査を実施したところですが、この届け出は、今後も随時、受け付けます。災害時
の避難等に何らかの支援が必要で、支援を要望される世帯は、各地区の自主防災組織へ調査票をご提出ください。(調
査票は、役場や保健相談センターに備え付けています｡）

＜ご注意ください！＞
　ご提出いただいた情報は、町の防災担当課や地区自主防災組織などの関係者で、平常時から共有させていただきます。
　また、この調査票の提出により、避難支援者などのボランティア精神に基づく支援を受けることができる可能性が高
まりますが、被災状況によっては災害時等の支援が保証されるものではなく、避難支援者は法的な責任や義務を負うも
のではありません。

　奈義町自主防災組織連絡協議会主催の「総合防災訓練」を、次の日程で実施します。これは、災害時
に地域の皆さんが迅速かつ的確に対応できるよう、行動や役割などを確認するものです。突然の“緊急
地震速報”で適切な行動をとることができますか？非常時の備えは十分でしょうか？日頃から、万一の
災害に備えるとともに、積極的に訓練に参加しましょう！

日　　時：11月５日(土）午前９時から11時30分
場　　所：各地区コミュニティハウス
想定(案)：｢那岐山断層帯を震源とする大規模な直下型地震が発生｣、｢前線の影響による長雨で

土砂災害警戒情報が発表された｣、｢大型で非常に強い台風の接近により、大雨と暴
風が懸念される」など、各自主防災組織ごとに具体的な被害想定が検討されます。

訓練項目：(緊急地震速報による）命を守る行動訓練、避難所運営訓練、情報収集・伝達訓練、
炊出し（給食・給水）訓練、防災士講話、災害対策訓練、災害予防訓練など、
各地区自主防災組織で内容を検討しています

【｢要支援者把握」と「情報共有」のイメージ】

奈義町役場 ① 調査依頼

④ 情報共有
地区自主防災組織

② 調査

③ 調査票回答
要支援者世帯

支援不要世帯は回答不要

※支援が必要で、
　支援を要望される方のみ

災害時に支援が必要な方はお届けください

平成28年度 自主防災組織総合防災訓練
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●日　　時　10月15日㈯
　　　　　　午前９時～午後3時
　　　　　　　　　　　　(少雨決行）
●場　　所　奈義有機センター

農業・畜産用廃プラスチック収集

●問い合わせ先　役場 税務住民課　☎36-4112

●問い合わせ先　JA勝英 奈義ライスセンター　☎36-2739

2016.10月号

●問い合わせ先　ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル
　　　　　　　　☎0570－058－555●問い合わせ先　役場 税務住民課　☎３６-４１１２

　国民年金保険料は確定申告の際に前年中に納付した保険
料全額が社会保険料控除の対象となります。
　この社会保険料控除を受けるためには、納付したことを
証明する書類の添付が義務付けられています。
　国民年金保険料を納付された方は、｢社会保険料（国民
年金保険料）控除証明書」が11月上旬に日本年金機構から
送付されますので、年末調整や確定申告の際には必ずこの
証明書（又は領収証書）を添付してください。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、納
付したご本人の社会保険料控除に加えることができますの
で、ご家族あてに送られた控除証明書を添付して申告して
ください。
※平成28年10月１日から12月31日までの間に今年はじめ
て国民年金保険料を納付された方は、平成29年の２月上
旬に「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送
付されます。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が発行されます

~ 年末調整・確定申告まで大切に保管を！~

臨時福祉給付金等の申請受付中！

※ 詳しくは10月号広報紙折り込みチラシをご覧ください。

●対　　象　町内の一般家庭
●日　　時　11月20日㈰ 午前9時～午後3時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(少雨決行）
●場　　所　旧東部衛生敷地内（上町川）
●料 　 金　150円／10kg（タイヤは別途）

粗大ごみ収集

※ 収集品目などの詳しいことは10月号広報紙折り込み
　 チラシをご覧ください。
※ 家電リサイクル収集は別の日に行ないます
※ 家電リサイクル、農業・畜産用廃プラスチックは引
　 き取りできません。 ●対　　象　町内の一般家庭

●日　　時　11月22日㈫ 午前10時～午後3時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(少雨決行）
●場　　所　すぱーく奈義
●手 数 料　1,000円／台
●収集品目　テレビ(ブラウン管・液晶・プラズマ)、エア
　　　　　　コン、洗濯機、衣類乾燥機、冷蔵庫、冷凍庫

家電リサイクル収集

※ 事前に郵便局でリサイクル券を購入してください。
　 詳しくは10月号広報紙折り込みチラシをご覧ください。

カクニンジャ

　今年度も臨時福祉給付金を支給します。支給対
象と見込まれる方には、8月下旬に申請書等を送
付しています。

　●給付金申請期限　12月１日(木)

支給対象者
平成28年度臨時福祉給付金の
支給対象者のうち、障害基礎年金
又は遺族基礎年金を受給している方
（高齢者向け給付金の受給者を除きます）

支給対象者
平成28年度の住民税が非課税の方
(課税者の被扶養者や　　　　　　
生活保護の受給者等を除きます)
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【注意】10月11日㈫はお休みします。

9：00～13：00７日㈮ おないどしきんちゃい（就園前の親子対象）
“ミニ登山”那岐山の大神岩をめざして歩きます。

10：00～11：3010月５日㈬ ０．１歳児あつまれ（わらべうたタイム＆おさんぽ）

10：30～11：0014日㈮ 音遊び（ピアノや楽器のリズムにのって歌ったり踊ったりします)

13：00～15：0016日㈰

10：00～15：0016日㈰
～21日㈮

10：00～11：3024日㈪

新しい家族を迎えるパパとママの勉強会！（わいわい
情報交換しましょう)
秋バザー（秋、冬の子ども服、制服、育児用品、おも
ちゃetc）
おやつの時間（“鬼まんじゅう”他、手作りおやつをつ
くって皆で食べます）

10：00～12：0025日㈫ ベビーマッサージ（1歳までの赤ちゃんとその保護者
対象）申し込み必要

旬を食べ
る

旬を食べ
る

～地産地消のすすめ～

よちよち広場（人を育てるわ
らべうたの伝承と親子遊び) 生後３か月～生後１歳６か月の乳幼児

乳児健康診査 平成28年5月１日～平成28年7月31日生まれの幼児
1歳6か月児健康診査 平成27年2月１日～平成27年4月30日生まれの幼児
フッ素塗布 乳歯が４本以上生えた乳児～小学校入学前までの希望者

9：30～12：00

13：00～13：3012日㈬
13：00～13：3019日㈬
13：15～13：4512日･19日㈬

10月17日㈪

なぎチャイ
ルドホーム

【レシピ提供：奈義町栄養委員会】

なぎチャイ
ルドホーム

対 象 者 ・ 内 容

保健相談
センター

受付時間月　日 行　　　事 対　　　象　　　者場　所

※主に小学生未満のお子様
　と妊婦を対象とした行事
　を紹介します

◎問い合わせ先　保健相談センター ☎36-6700

つどいの広場

「ちゅくしんぼ」

場所

なぎチャイルド

ホーム

毎週月～金曜日
時　　間
10：00～15：00

場　所
なぎチャイルドホーム 乳幼児と保護者の情報交換と交流

月 日

★里芋春巻（５～６人分)
　　・鶏ひき肉…………100ｇ
　　・里芋………………200ｇ
　　・黒豆…………カップ1/4
　　・ねぎ……………２～３本
　　・塩こしょう…………少々
　・春巻きの皮……………10枚　
（1）里芋のあら熱がとれたら、鶏ひき肉・黒豆・

ねぎ・塩こしょうを混ぜ合わせておく。
（2）生地を10等分して春巻きの皮に包み、170℃

の油で揚げる。

　くろぼこで育ったもっち

りとした里芋は、煮物はも

ちろん揚げ物にも最適です。

でんぷん、タンパク質をは

じめ、カリウムなどのミネ

ラルや食物繊維などが豊富

に含まれており、栄養面で

も見逃せない食材です。

◎問い合わせ先　なぎチャイルドホーム ☎36-8241

10：00～15：00 幼・小・中学生をはじめ、地域の皆さん、気軽に遊びにおいでください。　休日オープン日　10月16日㈰です。
毎週
月～金曜日

時　　間 対 象 者 ・ 内 容月 日

なぎ

チャイルドホーム

　10月は乳がん月間です
　乳がんは、食の欧米化などに
より女性ホルモンのバランスが
変化し、生涯に乳がんになる割
合は50年前には50人に１人で
したが、現在では、12人に１人
と急増しています。
　乳がんは、月１度の自己触診と、年に１度の検診
で早期発見、治療が可能な病気です。
　奈義町では、乳がん検診と併せ、子宮がん検診も
11月末まで契約医療機関にて検診を受けることが
できます。11月11日㈮にはおさらい検診を予定し
ていますので、本年度の受診がまだの方は是非受診
してください。
　医療機関で受けられる場合は、事前に保健相談セ
ンターまで申し込みください。

●問い合わせ先　保健相談センター　☎36-6700

乳がん月間

【レシピ提供：奈義町栄養委員会】

皮つきのままゆが
して皮をむきつぶ
しておく
一晩、水に浸して
おき、あらみじん
切りにする
小口切りにする
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対 象 者

接 種
医療機関

共 通 の
注意事項

定期予防接種
（法定接種）

(国が法律で定めた予防接種)

平成28年度に65歳、
70歳、75歳、80歳、
85歳、90歳、100歳
になる方と101歳以上
の方（１回)

岡山県内の医療機関

・保険証をご持参ください
・助 成 期 間　平成28年４月１日～平成29年

３月31日
・自 己 負 担 額　3,000円
・接種申し込み　接種医療機関に事前に予約して

ください

任意予防接種
（法定外接種）

(町が実施している予防接種)

左記以外の66歳以上の
方（本町に住所のある者
で定期予防接種対象者を
除く）又は前回の接種か
ら５年以上経過された方
(再接種：１回のみ)

勝田郡医師会所属医療機
関のみ

○肺炎球菌ワクチンは平成26年から定期接種になっています。
　奈義町では、引き続き66歳以上の方も、任意予防接種として

実施しています。●対 象 者：町内に住所を有し、接種を希望され
る１歳から平成11年４月１日まで
に生まれた方

●接種期間：平成28年10月１日～平成29年１月
31日

●接種場所：町内の医療機関(事前予約が必要)
奈義ファミリークリニック
　　　　　 (☎36-3012)
野々上医院（☎36-8282）

●自己負担額：1,700円

●対 象 者：町内に住所を有し、接種を希望され
る65歳以上の方

●接種期間：平成28年10月１日～平成29年１月
31日

●接種場所：県内の医療機関(事前予約が必要)
●自己負担額：1,700円

わんぱく 　　　　　まつりなぎっ子
～まだまだある!! 親子でなぎのいいところを知ろう! 楽しもう!～

　本年度も、親子クラブが中心となり、わんぱくなぎっ子まつりを開催します。
　下記イベントの他、さと丸くんと一緒に「なぎチョイヤッサー」を踊ったり、カフェ
ブースでおやつを食べたり楽しい内容盛りだくさんです。ぜひご家族で、楽しい週末を
おすごしください。

●日　時　11月12日(土)　午前１０時～正午
●場　所　奈義町文化センター
●対　象　乳児～未就学児
●内　容　作陽大学「パレット」による人形劇（無料）
　　　　　木工ワークショップ（有料）
　　　　　ポーセラーツ（有料）

●問い合わせ先　保健相談センター　☎36-6700
　　　　　　　　なぎチャイルドホーム　☎36-8241

●問い合わせ先　保健相談センター　☎36-6700

高齢者の肺炎球菌ワクチン接種子どものインフルエンザ
ワクチン接種

高齢者のインフルエンザ
ワクチン接種
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「地域おこし協力隊がゆく！」
「地域おこし協力隊がゆく！」「地域おこし協力隊がゆく！」

シリーズ

vol.6

●日　　時　10月29日㈯ 午前10時～午後3時（少雨決行）

●場　　所　奈義中央広場
●主な内容　｢芋－１グランプリ」
　　　　　　昨年大好評だった各種団体による芋煮大会

　　　　　　他にも
　　　　　　・奈義町グルメが満喫でき
　　　　　　　るテント村
　　　　　　・稚児行列
　　　　　　・もちなげ
　　　　　　など多彩なイベントを予定
　　　　　　しています。
　　　　　　ご家族ご友人お誘い合わせ
　　　　　　のうえ、｢奈義の恵み」を
　　　　　　満喫してください。

●主　　催　奈義町農林業祭実行委員会
●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

平成28年度奈義町農林業祭
　　「那岐山麓の恵みまつり」

　農業委員会では、11月までの期間に
農地利用状況調査（農地パトロール）を
実施します。この調査は、農地法の規定
に基づくもので、農業委員会は、毎年１
回、その区域内にある農地の利用の状況
について調査を行ないます。
　耕作放棄地は病害虫の発生源や不法投
棄の場となる等、周辺地域に影響を及ぼ
す恐れがありますので、適正な管理をお
願いします。
　なお、農地を農業以外の目的で利用す
る場合、名義を変更する場合等には法に
基づく許可が必要となりますので、事前
にお問い合わせください。

●問い合わせ先　農業委員会事務局
　　　　　　　　☎36-4114

農地パトロールの
実施について

　岡山県内ではブナ科樹木萎凋病の被害（通称：ナラ枯
れ）が拡大しています。これは体長５㎜程のカシノナガク
イムシという甲虫が、ナラ・シイ・カシ類の幹に穴をあけ
て侵入した際、その体に付着したナラ菌が引き起こす伝染
病です。ナラ菌によって木の組織が破壊され、木は水を吸
い上げられなくなり急速に枯れてしまいます。被害は８月
中旬から９月にかけて顕著にあらわれます。
　被害を受けた樹木は夏から秋にかけて紅葉したかのよう
に見えることと、根元に大量のフラスが出ていることが被
害の大きな特徴です。
　被害木を発見したら、情報提供をお願いします。
　　岡山県美作県民局森林企画課　☎23-1377
　　奈義町役場 産業振興課　　　  ☎36-4114

　地域おこし協力隊員を中心に、奈義町の野菜
を他地域へ販売していく地域外商プロジェクト
を進めています。
　記念すべき最初の販路として、インターネッ
トを使った飲食店への販売を9月26日から開始
しました。最初は少しずつではありますが、野
菜を丁寧に梱包し、注文いただいた飲食店の方
へ直接お届けします。
　野菜の種類や量を増やしていき、本町の野菜
をより多くの方にお届けしていきます。大阪や
東京など、都市部の飲食店でお食事をされた時
には本町の野菜に出会えるかもしれません。皆
さま応援よろしくお願します。

●問い合わせ先　なぎ高原山彩村
　　　　　　　　☎36-8341

ナラ枯れ被害が
　　拡大しています奈義町地産外商プロジェクト、

外商第一弾が始まりました！
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中央東幼稚園

小  学  校

中央東幼稚園

小  学  校

　９月17日、｢気合いだ！笑顔だ！全力だ！熱いハートで燃え上
がれ！」のスローガンのもと、奈義小学校運動会を開催しました。
　児童たちは、児童会や５、６年生のリーダーを中心に毎日の準
備・練習に一生懸命取り組んできました。低・中・高学年による
表現、学年種目、学年リレー、応援合戦など、練習するものがた
くさんある中、児童たちはいつも全力をつくして頑張っていまし
た。 
　当日は、台風、秋雨前線の影響で天候悪化が心配され、プログ
ラムの変更等もありましたが、多くの来賓・保護者・地域の皆様
に応援していただく中で、児童は、元気いっぱいに演技を行な
うことができました。表現は、各学年に応じた創意工夫が見られ、

息のそろった素晴らしい演技でした。特に５、６年生の組体
操とソーラン節は、張り詰めた雰囲気の中で、心をひとつに
した迫力ある演技となりました。
　児童たちは、この日まで「気合い」を込め、友だちの「笑
顔」に支えられて、練習に取り組みました。
　本番では、その成果を発揮しようと、どの競技にも応援に
も、最後まで「全力」で取り組みました。会場の皆さんから
いただいた大きな拍手に、児童も教職員も達成感いっぱいで、
｢熱いハートで燃え上がった」一日となりました。ありがと
うございました。

　敬老の日にちなみ、おじいちゃん・おばあちゃんの参観日を行な
いました。おじいちゃん・おばあちゃんに来てもらって何がしたい
か尋ねると『運動会の踊りを見せてあげたい｡』『リレーも見て欲し
い｡』と次々に、子どもたちから声が上がりました。秋のお忙しい
時期ではありましたが、お孫さんと一緒に遊ぼうと沢山の方が参加
してくださいました。遠方に住んでいらっしゃったり、お仕事の都
合で参加できない方もあり、園児が寂しくないようにと子どもたち
にも声をかけてくださり、楽しいひとときを過ごすことができまし
た。園児が減少傾向にある中、中央東幼稚園は63名の園児が在籍
しています。一緒に歌を歌ったり、触れ合い遊びをしたりしながら、
おじいちゃん・おばあちゃんの優しいまなざしや声かけに、園児た
ちは温かく包まれていました。
　家族・地域の方から
大事にしていただき、
子どもたちは幸せだな
と思います。多くの方
に愛され、多くの方を
大事にしていく心の温
かさを、これからも育
んでいきたいと思いま
す。
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奈義小学校運動会 ！！
気合いだ！笑顔だ！全力だ！熱いハートで燃え上がれ！

おじいちゃん  おばあちゃん  だいすき�



2016.10月号

●問い合わせ先　図書館 ☎36-5811

～図書館からのお知らせ～
読書の秋、図書館に行こう！

秋のイベント情報
皆様お誘い合わせの上、ご参加ください。

図書館で役目を終えた図書・雑誌をご家庭にお持ち帰り
いただき、再利用していただけます。お一人20冊まで。

期間：10月29日(土)～11月13日(日)

期間中、本を借りたり、図書館の行事に参加するとスタン
プを押します。スタンプを集めると、記念品を進呈。
図書カードをお持ちの方なら、どなたでも参加できます！

期間：10月1日(土)～27日(木)

おはなし会、3,000個の積木、ストリートオルガンの演
奏、おもちゃショー、内容盛りだくさんのイベント！

日時：10月22日(土) 
　　　午後1時～4時半
場所：図書館・観光案内所

子どもからお年寄りまで、世代を越えて
楽しめる昔話の数々をお楽しみください。

日時：10月22日(土) 
　　　午前10時～
場所：図書館

　こんにちは、国際交流員で今月からネ
ットラジオパーソナリティも始めました
ポールです。奈義町のことをより広く発
信していくために、ネットラジオを制作
し、放送を始めました。
　奈義町と、奈義町に関係のある人にインタビューを
しながら、海外の文化の紹介も盛り込みつつ、番組を
作っていきます。また、音楽配信サイトのiTunesに
も登録されました。
　記念すべき第一回目の放送は横仙歌舞伎について
です。
　ぜひ、一度聞いてみてください。
http://ameblo.jp/fushinagi/
iTunes Store：｢不思奈義ラジオ」で検索

　小椋紘子さん（美作市）による手作り人形展です。
　古布で丁寧に作られた表情豊かな温もりあふれる
人形たちが、江戸時代から昭和初期にかけて懐かし
い日常の一コマを見事に切り取り、古き良き日本の
原風景を思い起こさせます。

●日　時　10月21日(金)～23日(日)
　　　　　午前１０時～午後５時(23日は午後３時まで)

●場　所　那岐山麓山の駅 いろり家
●入場料　入場無料
●問い合わせ先　那岐山麓山の駅　☎36-8080

図書のリサイクル市

秋の読書マラソン

としょかんおもちゃ

　　フェスティバル

なぎ昔話語りの会

　　 　あきの公演

小椋紘子人形展

　日　時　　９月11日(日)
　会　場　　総合運動公園グラウンドゴルフ場
　参加者　　３５名

　大会の結果は次のとおりです。
優　勝　　森　　藤　　雅　　夫（豊沢）
準優勝　　奥　　　　　純　　一（広岡）
第３位　　鷹　　取　　　　　弘（荒内西）
第４位　　延　　安　　澄　　江（豊沢）
第５位　　佐　　桑　　武　　一（柿）

第19回町長杯争奪
グラウンドゴルフ
大会開催

ポールの国際通信
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10
お知らせ
情報

●
日
時　

10
月
20
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

●
担
当

人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員
・
民
生
委

員
児
童
委
員
・
教
育
相
談
員

●
相
談
内
容

相
続
、
登
記
、
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
隣

り
近
所
、
家
庭
内
、
体
罰
、
名
誉
侵
害
、
人
権
、

環
境
、
農
地
問
題
、
税
金
、
年
金
、
い
じ
め
、

非
行
、
教
育
な
ど
に
関
す
る
諸
問
題

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ま
た

相
談
日
以
外
で
も
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
は
自
宅
で
、
教
育
相
談
は
専
用
電
話
☎
36

︲
８
１
１
０
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
山
に
入
る
と
き
は
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
を
な
ど
で

音
を
出
し
て
人
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ

う
。

・
早
朝
、
夕
方
は
、
ク
マ
が
盛
ん
に
行
動
す
る

の
で
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
の
近
く
に
ク
マ
を
引
き
寄
せ
な
い

た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
家
の
周
り
に
残
飯
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ

い
。

・
柿
や
栗
の
実
は
、
早
め
に
収
穫
し
、
放
置
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
木
の
幹
に
ト
タ
ン
を

巻
き
ク
マ
が
木
に
登
れ
な
い
よ
う
に
す
る

の
も
有
効
で
す
。

・
屋
根
裏
や
墓
な
ど
に
で
き
た
ミ
ツ
バ
チ
の
巣

は
、
な
る
べ
く
早
く
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

・
畑
や
民
家
、
通
学
路
の
周
辺
の
や
ぶ
を
刈
り

払
い
、
見
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

ク
マ
を
見
か
け
た
ら
、
奈
義
町
役
場
産
業

振
興
課
（
☎
36
︲
４
１
１
４
）
ま
た
は
、

美
作
県
民
局
勝
英
地
域
事
務
所
（
☎
73
︲

４
０
５
８
）
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

裁
判
所
、
法
務
省
、
検
察
庁
及
び
弁
護
士
会

で
は
、10
月
１
日
か
ら
の
１
週
間
を
「
法
の
日
」

週
間
と
し
、
毎
年
、
各
種
の
行
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

各
地
の
裁
判
所
の
行
事
は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（http://w

w
w

.courts.go.jp/

）や
、

各
地
の
裁
判
所
の
総
務
課
で
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
、
全
国
的
に
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没

が
増
加
し
て
お
り
、
岡
山
県
内
で
も
昨
年
同
時

期
に
比
べ
倍
近
い
件
数
が
報
告
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
こ
れ
ま
で
出
没
情
報
の
な
か
っ
た
地
域
で

も
出
没
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
は
、
ク
マ
が
冬
眠

に
備
え
て
エ
サ
探
し
の
た
め
に
人
里
に
現
れ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
人
身
被
害
を
防

　

ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
法
や
裁
判
所
を
身

近
に
感
じ
る
機
会
に
し
て
く
だ
さ
い
。
事
前
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
津
山
地
区

　

10
月
６
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
12
時
30
分

　

岡
山
家
庭
裁
判
所　

津
山
支
部
会
議
室

　
（
津
山
市
椿
高
下
52
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
家
庭
裁
判
所 

総
務
課
文
書
係

　

☎
０
８
６
︲
２
２
２
︲
６
７
７
１

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津

山
・
美
作
地
域
の
企
業
と
の
就
職
面
接
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
26
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　
（
午
後
１
時
～
受
付
開
始
）

●
場
所　
津
山
鶴
山
ホ
テ
ル 

２
階 

鶴
の
間

●
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山　

専
門
援
助
部
門

　

☎
35
︲
２
６
７
４

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
作

　

☎
72
︲
１
３
５
１

（
企
業
の
方
）

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山
・
美
作
管
轄
エ

リ
ア
内
に
就
業
場
所
が
あ
る
企
業
で
、

障
が
い
者
対
象
の
求
人
募
集
を
す
る
場

合
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先
着
順
に
て
、
10
社
ま
で
の
ご
参
加
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山　

求
人
企
画
部
門

　

☎
35
︲
２
６
７
５

　

秋
の
火
災
予
防
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、

消
防
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
お

子
様
と
ふ
れ
あ
う
楽
し
い
企
画
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
多
く
の
方
々
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
入
場
無
料
、
自
由
席

　

ロ
ビ
ー
に
ミ
ニ
消
防
車
、
写
生
大
会
作
品
等

を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
13
日
㈰

　
　
　
　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

開
演　

午
後
２
時

●
場
所　
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山

　
　
　
　
（
ア
ル
ネ
津
山
７
Ｆ
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

津
山
圏
域
消
防
組
合 

総
務
課

☎
31
︲
１
２
５
０

17

■
行
政・悩
み
ご
と・心
配
ご
と・教
育
相
談

■
津
山
消
防
音
楽
隊
２
０
１
６
火

　

災
予
防
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

■
「
法
の
日
」
週
間
行
事

　

無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
開
設

■
障
が
い
者
就
職
面
接
会

■
ク
マ
の
出
没
に
注
意
！
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　蛇淵の滝
●

菩提寺
●

那岐山
山頂

こんなに大きくなりました

　   歳で～す

平成27年９月生まれ

103

淀
　川

山の駅 ●高円

N

奈義トンネル

ループ橋

53

九 

月　

短 

歌 

会

な
ぎ
文
芸

夏
バ
テ
の
牛
に
聴
か
せ
る
セ
レ
ナ

ー
デ　
　
　
　
　

内
藤　
　

恵

み
ど
り
児
に
団
扇
の
風
を
や
は
ら

か
く　
　
　
　
　

宇
野
寿
美
子

口
笛
を
返
せ
ば
囀
り
返
し
く
る

　
　
　
　
　
　
　

福
元　

禮
子

爽
や
か
や
真
魚
板
を
干
し
束
子
干

し　
　
　
　
　
　

廣
友
美
枝
子

知
る
も
幸
知
ら
ぬ
も
幸
か
蛍
と
ぶ

　
　
　
　
　
　
　

上
原

じ
江

手
つ
な
ぎ
し
あ
の
日
の
桜
忘
れ
な

い　
　
　
　
　
　

高
森　

久
未

水
打
っ
て
一
番
星
を
さ
そ
ひ
だ
す

　
　
　
　
　
　
　

髙
村　

令
子

雷
雲
の
川
面
に
も
あ
り
急
ぎ
け
り

　
　
　
　
　
　
　

黒
田　

晋
平

母
の
声
日
毎
大
き
く
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
　

柴
田
つ
る
子

迎
へ
盆
野
花
分
け
合
ふ
夕
べ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

上
原　

民
子

若
い
言
葉
ぐ
っ
と
呑
み
込
む
氷
水

　
　
　
　
　
　
　

浅
野
三
喜
枝

（
提
出
順
）

俳 

句 

会

九 

月

　

  

講
師  　

関
内 　

惇 

先
生

梅
雨
あ
け
の
慣
れ
ぬ
猛
暑
に
疲
れ
し

身
に
夕
餉
の
膳
の
焼
茄
子
う
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野　

啓
子

梅
雨
の
明
け
土
用
に
入
り
暑
さ
ま
し

エ
ア
コ
ン
か
け
て
水
分
を
取
る

　
　
　
　
　
　
　
　

小
童
谷
賢
子

支
え
ゐ
る
青
竹
に
し
つ
か
り
蔓
の
び

て
空
よ
り
も
濃
き
朝
顔
一
輪

　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野
三
喜
枝

雨
し
ぶ
く
夜
半
の
道
を
ば
戻
り
つ
つ

妹
の
麻
酔
戻
れ
よ
と
乞
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　

赤
堀　

敦
子

小
童
に
恨
み
晴
す
と
駆
け
つ
こ
で
リ

レ
ー
に
勝
ち
し
「
ド
ラ
マ
」
を
持
ち

居
り　
　
　
　
　
　

高
取　

尚
子

久
び
さ
に
電
話
を
す
れ
ば
訃
報
聞
く

語
れ
ば
楽
し
い
親
友
で
有
り
し
に

　
　
　
　
　
　
　
　

森　

能
理
子

百
日
紅
の
咲
き
揃
ひ
た
る
山
の
辺
よ

今
日
よ
り
暑
さ
や
は
ら
ぐ
と
い
ふ
に

　
　
　
　
　
　
　
　

多
賀
桐　

宗

▲ 寺
てらさか

坂　良
りょうた

太 くん
３日生まれ（小坂)

★お姉ちゃんとなかよく元
気に大きくなってね☆

父・和也さん
母・恵美さん

▲ 定
さだもり

森　莉
り づ き

月 ちゃん
26日生まれ（柿)

★莉月の笑顔にほっこり癒
やされる我が家です♡

父・雅文さん
母・智美さん

▲ 大
おおはし

橋　遼
りょうま

馬 くん
27日生まれ（滝本)

★毎日幸せもらっています
♥ありがとう♥

父・俊之さん
母・香織さん

▲ 肥
ひ ご

後　晴
は る の す け

之介 くん
30日生まれ（滝本)

★ニコニコ笑顔で元気いっ
ぱい大きくなぁ〜れ ! !
父・裕介さん　
母・由里子さん

▲ 峯
みねひら

平　蒼
そ う ま

真 くん
30日生まれ（豊沢)

★可愛い笑顔で周りが笑顔に。
元気に大きくなってね。
父・弘二さん
母・裕佳さん

　

海
抜
千
二
百
五
十
五
メ
ー
ト
ル
の
那
岐
山
は

「
登
り
や
す
く
眺
め
良
し
」
が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
、
空
気
が
澄
ん
で
く
る
こ
の
時
期
は
特
に
遠

望
が
き
き
、
天
気
さ
え
良
け
れ
ば
、
山
頂
か
ら
、

裾
野
に
広
が
る
奈
義
の
田
園
風
景
、
東
に
は
氷
ノ

山
と
砂
丘
、
西
に
は
大
山
、
南
に
は
四
国
山
脈
、

ま
た
、
夜
に
は
日
本
海
の
イ
カ
釣
り
漁
船
の
灯
り

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
３
６
０
度
ど
こ
を
眺
め
て
も
遠
望

の
き
く
山
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
登
山
の
秋
で
す

の
で
、
頂
上
で
の
遠
望
も
目
的
に
、
那
岐
山
へ
登

山
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

那
岐
山
の
遠
望
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火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

救　　　急　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

月

累

　計

月

累

　計

件

件

件

件

建　物
林　野
その他

建　物
林　野
その他

建　物
林　野
その他

建　物
林　野
その他

累計

件　数 搬送人員 搬送人員件　数

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成28年８月31日現在

８月16日 ～ ９月15日受付
（敬称略）

死亡おくやみ申し上げます

お誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

８月16日 ～ ９月15日受付
（敬称略）

休　日　当　番　医

　皆さんいつも応援ありがとう。あと少しになり
ました。エントリー数1727体中684位、最後の
追い込み‼　毎日、よろしくお願い さといも‼

勝 北 診 療 所
津山市杉宮　☎29-2324

（平成28年９月１日現在）

2,607世帯

6,203

人
人

男
女

人
（先月比較 －３） 

3,084
3,119

10月
2日

9日

10日

日 本 原 病 院
津山市日本原  ☎36-3311

16日 さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎ 3 8 - 6 6 8 8

23日 野 々 上 医 院
奈義町　☎ 3 6 - 8 2 8 2

30日 大 村 医 院
勝央町　☎ 3 8 - 2 0 5 8

高　円　・　安　澤　花　音 ちゃん
　　　　　　　　　（創二郎・久美子）
広　岡　・　杉　本　葵　衣 ちゃん
　　　　　　　　　　（建介・祐子）
豊　沢　・　香　山　萌乃禾 ちゃん
　　　　　　　　　　（大輔・美瑞豊）

滝　本　・　植　村　　　豪
　　　　　　　　　　ゆかり（佐賀県）

広　岡　・　熊　谷　光　章（ 6 2 歳）
　柿　　・　佐　桑　繁　子（102歳）　
宮　内　・　高　取　きわ子（101歳）
高　円　・　佐々木　五　月（ 9 5 歳）
荒内西　・　黒　田　千　鶴（ 9 4 歳）
滝　本　・　川　本　昭　英（ 8 7 歳）
豊　沢　・　芦　田　博　史（ 9 3 歳）

意見・提案
サークル紹介

募  集
●11月号は10月７日㈮が締め
　切りです。また、町・広報
　委員会に対するご意見・
　ご提案を募集しています。

8 8
12

59

0

0

0件
0件
0件

8件
3件
1件

0件
0件
0件

40件
5件

14件

８月 36件
189件

33人
170人

685件
4,937件

636人
4,582人

なぎ町PR動画
LINE友だち
募集中‼

さと丸くんLINE
スタンプはこちら!

小 林 医 院
勝央町　☎ 3 8 - 2 0 0 8

香典返しとして
中島西・安藤まき枝（亡子・正夫）
広　岡・杉本　文夫（亡母・節子）
　柿　・佐桑　史郎（亡母・繁子）
中島東・鷹取　正人（亡父・郁夫）
小　坂・有元　　清（亡父・日出夫）
豊　沢・高取　誠治(亡祖母・きわ子)
高　円・佐々木政廣（亡母・五月）
卒寿祝い返しとして
西　原・佐々木　二郎

投票方法の詳細は
　　　http://www.yurugp.jp/vote/method.php
　　　　　　　　　　　　　　　　　　よりご確認ください｡

全国のゆるキャラ達の人気投票
ゆるキャラ®グランプリ2016
　　　投票終了：10月24日㈪ 18時

毎日1票をさと丸へ

■『里親』とは、さまざまな事情により家族と一
緒に生活することができない子どもを家庭に迎
えて育ててくださる方のことです。

■温かい家庭の味を知らず、里親さんとの暮らし
を心待ちにしている子どもがいます。子どもが
好きな方、子育てが一段落ついた方、子育て経
験を生かしたい方など、里親制度に興味をお持
ちの方は、お気軽にお問い合わせください。

●問い合わせ先　岡山県津山児童相談所
　　　　　　　　子ども支援課 ☎23-5131

10月は里親月間です
里親になりませんか？

あなたを必要としている

子どもがいます。

　 か　の　ん

　 あ　お　い

　 ほ　の　か

奈義町PR映像
　　　　配信

中！
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「広報NAGI」は、地球温暖化、天然資源の枯渇など環境問題に取り組むため再生紙を使用し、経費節減・ごみ発生
 抑制に努めています。

〒708-1392  岡山県勝田郡奈義町豊沢306-1　☎（0868）36－4111
　（0868）36－4009http://www.town.nagi.okayama.jp/　　E-mail:soumu@town.nagi.okayama.jp

平
成
28
年
10
月
号

　
　第
719
号

NAGIタイムズ

　８月27日、滝本グラウンドで「第14回勝英地域畜産共
進会・第13回勝英畜産物フェア」が開催されました。共進
会は、｢牛」の体格や資質などを競うもので、今回は、勝
英農協管内の畜産農家が和・乳牛計37頭を出品しました。
　また、勝英畜産物フェアでは、各地域の特産品などを集
めたテントで、なぎビーフの試食コーナーをはじめ、管内
の特産品や加工品等のＰＲが行なわれ、多くの家族連れや
若者などで賑わいました。
　共進会での町内出品者の成績は次のとおりです。
○和牛の部（敬称略）
　グランドチャンピオン　　鷹　取　　聖（中島東）
　第３部優等賞主席　　　　鷹　取　　聖（中島東）

　９月11日、海洋センタープールでＢ＆Ｇプールで
ＯＰヨット体験教室を開催し、小学生16人が参加し
ました。
　この教室は、普段体験することが出来ないヨット
の楽しさを知ってもらうとともに、水の事故ゼロ運
動の推進を目的として行なわれるもので、ライフジ

ャケットを着けての浮遊
体験やペットボトルを使
用した救助訓練を行なっ
た後、実際にプールにヨ
ットを浮かべて操舵を体
験しました。
　最初は不慣れだった子
どもたちもすぐに上達し、
ヨットの操船を楽しんで
いました。

　９月４日、文化センター大ホールで岡山交
響楽団によるクラシックコンサートが開催さ
れました。
　このコンサートは、(公財）岡山県郷土文
化財団が主催し、普段、オーケストラによる
生演奏を聞く機会が少ない地域を中心に開催
されています。
　当日はエルガー作曲の威風堂々や、ヨハ
ン・シュトラウスのポルカ等が56名による
大編成のオーケストラにより演奏され、来場
された大勢の方が迫力ある演奏を楽しんでい
ました。

岡山交響楽団がクラシックコンサート開催

　奈義町のスポーツの祭典「第51回奈義町体力づくり
町民運動会」を開催します。町民みなさんが楽しめる
よう趣向を凝らしていますので、ぜひご参加ください。

●日　時　10月9日(日)
午前9時～(※雨天の場合中止)

●場　所　奈義町総合運動公園 多目的広場
●問い合わせ先　海洋センター　☎36-3300

第51回奈義
町

体力づくり
町民運動会

昨年の一コマ

第14回勝英地域畜産共進会 第13回勝英畜産物フェア開催

Ｂ＆ＧプールでＯＰヨット体験教室開催
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